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O 

(こ
干
}
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

O 

小路口に市営住宅団地

市内小路口に第二種の市営住宅団地ができ

あがり ましたD これは、大村市が3カ年計画

で工事を進め ていたもので、今年度分24戸が

このほど完成 し全体で74戸の住宅団地と なっ

ていま す。 この団地には31平方メート ノレの集

合所もあ り、 総工費は約4.420万かか ってい

ます。

間取りは右の図のとおりで、4.5帖、6帖の 2聞に

νャワ一室がついています。

Z宇
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期

を
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迎

え

て
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た

の
し
か
っ
た
長

一

一

い
夏
休
み
も
終
っ

一

一

て
、
い
工
い
よ
新
学
期
で

す
一

↑

V
学
校
生
活
か
ら
は
な
れ
て

一

一

の
び
の
び
と
夏
休
み
を
す
ご

↑

一

し
た
子
供
た
ち
は
み
ち
が
え

一

↑

る
ほ
ど
元
気
に
生
長
し
て

い
一

一
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
よ

~

一

り
よ
い

二
学
期
の
生
活
を
送

一

十
ら
せ
る
た
め
お
と
う
さ
ん
、
一

一

お
か
あ
さ
ん
方
は
つ
ぎ
の
よ

~

一

う
な
注
意
が
欲
し
い
も
の
で

一

~

す
o

V

子
供
た
ち
は
夏
休
み

一

一

の
つ
か
れ
が
の
こ
っ

て
い
ま

~

一
す
。

十
分
な
睡
眠
と
栄
養
に

一

~

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
o

V

長

一

一

い
休
み
で
遊
び
道
具
や
学
用
一

一
品
の
や
り

っ
ぱ
な
し
の
く
せ

-

↑

は
あ
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ま
せ
ん
か
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整
頓
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一
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習
慣
を
と
り
も
ど
さ
せ
ま
し

…

↑

ょ
う
o
v
二
学
期
は
学
力
を

一

つ
け
る
の
に
よ
い
時
期
で
す

一

一
自
主
的
に
勉
強
す
る
態
度
や

…

-
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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お
し
ら
せ

口
口

口

心
身
障
害
児
に
手
当

口

口

口

満
二
十
才
未
満
の
ひ
ど
い

精
神
お
よ
び
身
体
障
害
児
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
父
母
ま
た

は
養
育
し
て
い
る
人
に
、
本

年
九
月
よ
り
月
額
千
二

百
円

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
つ
ぎ
に
該
当
す
る

子
供
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
は

市
の
福
祉
事
務
所
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

①
精
神
の
発
達
が
遅
滞
し
て

v

い
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お

い
て
常
時
の
介
護
を
必
要
と

す
る
程
度
の
状
態
に
あ
る
者

コ
ー

ナ

l

②
つ
ぎ
の
よ
う
な
疾
病
の
状

態
に
あ
る
者

ω両
眼
の
視
力
の
和
が

O
、

O
回
以
下
の
も
の

ω両
耳
の
聴
力
損
失
が
九

O
'

デ

ν
ベ
ル
以
上
の
も
の

ω両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い

障
害
を
有
す
る
も
の

ω両
上
肢
の
す
べ
て
の
指
を

欠
く
も
の

ω両
上
肢
の
す
べ
て
の
指
の

機
能
に
著
し
い
障
害
を
有

す
る
も
の

ω両
下
肢
の
機
能
に
著
し
い

障
害
を
有
す
る
も
の

仰
両
下
肢
を
足
関
節
以
上
で

欠
く
も
の

ω体
幹
の
機
能
に
す
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
で
き
な
い
程

度
ま
た
は
立
ち
上
る
こ
と

が
で
き
な
い
程
度
の
障
害

を
有
す
る
も
の

ω前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の

ほ
か
、
こ
れ
ら
と
同
程
度

以
上
と
認
め
ら
れ
身
体
の

障
害
(
内
科
的
疾
患
に
も

と
づ
く
身
体
の
障
害
を
除

く
)
で
あ
っ
て
、
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
の
介
護

を
必
要
と
す
る
程
度
の
も

の
口
口

口

建
物
を
公
売
し
ま
す

口
口
口

市
の
不
用
建
物
を
つ
ぎ
の

と
お
り
公
売
し
ま
す
。

マ
売
却
方
法

一
般
競
争
入
札

マ
現
地
説
明

九
月
九
日
九
時
よ
り
十
時
口
口

口

ま
で
大
村
駅
裏
、

元
大
村

バ
イ
ク
の
標
識
を
取
替
え

口
口
口

市
農
業
協
同
組
合
技
術
セ
シ

原
動
機
付
自
転
車
勺
ハ
イ

ク
)
の
標
識
を
つ
ぎ
の
日
程

で

一
斉
に
取
り
替
え
ま
す
の

で
、

E
m
C
C
以
下
の
バ
イ

ク
を
持
っ
て
い
る
方
は
も
れ

な
く
も
よ
り
の
場
所
で
取
り

替
え
て
く
だ
さ
い
。

取
替
日
程

マ
九
月
十
二
日
、
十
三
日
、

十
四
日

大
村
市
役
所

マ
九
月
十
六
日
、
十
七
日
、

十
九
日

西
大
村
出
張
所

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
九

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す

な
お
、
他
の
地
区
の
日
程
は

次
の
市
政
だ
よ
り
で
お
し
ら

せ
し
ま
す
。

交通安全宣言塔できる

大村市は昭和39年10月交通安全

都市の宣言をしています。これを

一般市民、通行人に広く知らせる

ため、市役所前に高さ約 6メート

ノレの塔を立てました。交通事故を

起きないよろにみんなで協力し、

努力しましょう。

公売物件

所 在 地 区 分 造 |数量 |

イ、並旧家に住畜市宅場建物 木ト葺造スレー 116.03m' 大村市武部郷 平家建

口、 同上牛つなぎ場 向 上 59.50m' 
字暗瀬戸 803番地

ハ、同上牛つなぎ場 同上 33.05m' 

タ

!

(
旧
家
畜
市
場
)
で
行

な
い
ま
す
。

マ
入
札
の
日
時
・
場
所

九
月
九
日
十

一
時
か
ら
十

一
時
三
十
分
ま
で

市
役
所
第
一
会
議
室

マ
入
札
保
証
書

入
札
金
額
の
百
分
の
五
以

上
の
現
金

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
財

政
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

口
口

口

危
険
物
取
扱
主
任
者
の

試
験
と
講
習
会

口

口

口

【
試
験
】

日
時

十
月
二
日
、
午
前
十

時
か
ら
十
二
時
ま
で

場
所

長
崎
市
、
佐
世
保
市

福
江
市
、
郷
浦
町
、
厳
原
町

の
ど
こ
で
も
受
験
で
き
ま
す

試
験
の
種
類

乙
種
四
類

受
験
資
格

学
歴
は
問
わ
な
い
が
六
カ

月
以
上
第
四
類
の
危
険
物
取

扱
実
務
経
験
の
あ
る
も
の
。

受
験
手
続

願
書
は
九
月
十
七
日
ま
で

に
手
数
料
五
百
円
を
そ
え
て

長
崎
市
江
戸
町
県
庁
内
総
務

部
地
方
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
受
験
準
備
講
習
会
】

危
険
物
取
扱
主
任
者
試
験

の
準
備
講
習
会
を
九
月
十
六

日
、
十
七
日
、
十
八
日
の
三

日
間
、
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
西
三
城
町
の
市
消

防
庁
舎
で
行
な
い
ま
す
。

受
講
料
六
百
円
を
当
日
会

場
で
払
込
み
、
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

、1
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あ口
か口
ち口
ゃ
ん
の
健

口康
口相
口談

(3) 

乳
児
の
健
康
相
談
を
つ
ぎ

の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

目

的

①

小

児
科
の
専
門
医

が
、
家
庭
で
気
づ
か
れ
な
い

病
気
の
発
見
を
し
ま
す
。

②
疾
患
児
に
は
、
療
養
の

指
導
を
行
な
い
ま
す
。

③
適
切
な
育
児
方
法
の
指

導
を
行
な
い
ま
す
。

④
優
秀
な
赤
ち
ゃ
ん
や
育

児
の
努
力
が
著
る
し
い
お
母

さ
ん
の
表
彰
を
行
な
い
ま
す

相
談
医

開
業
医
の
田
川
先

生
、
国
立
病
院
の
田
崎
先
生

市
立
病
院
の
出
口
先
生

該
当
児
昭
和
四
十
年
八
月

一
日
か
ら
昭
和
四
十
一
.年
六

月
三
十
日
ま
で
に
生
れ
た
も

の
、
お
よ
び
疾
患
で
診
療
を

希
望
す
る
六
才
未
満
の
幼
児

実
施
日
程

実施日 場 所

9月12日 鈴田出張所

11 13日 松原公民舘

11 14日 中央公民舘

11 16日 宮小路公民舘

※イ也の地区の日程は次の市

政だよりでお知らせします べ

結核健康診断を受けよう

該当者 市内に居住する小学校1年以上の人

で、つぎの付)(ロ)に該当する人を除く全員。

(イ)小学校、中学校、高等学校その他修学年限

1年以上の学校に在学中の学生 (ロ)各職場で、

毎年事業主が実施する検診を受ける人はこの

検診を受ける必要はあ りません。

料金 いりません。

なお、結核検診は、健康であるなしにかか

わらず、毎年受けなければならないことに法

律でも定められています。

ポタシやホックのない下着であればそのま

ま受けられます。近く の会場で気軽るに受け

て ください。時間はかかりません。どう して

も受診できない人は市役所衛生課か出張所へ

ご連絡く ださい。

受
付
時
間

一
時
か
ら
二
時

ま
で

検
診
時
間

時
か
ら
三
時

一十
分
ま
で

な
お
、
料
金
は
無
料
で
す

が
、
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ

い。

ま
た
、
九
月
の
各
地
区
に

匂
お
け
る
定
例
母
子
検
診
は
こ

の
乳
児
相
談
を
行
な
う
た
め

中
止
し
ま
す
。

口
口
口

全
国
発
明
く
ふ
う
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
の
募
集

口
口
口

身
近
か
な
、
ち
ょ
っ

と
し

た
く
ふ
う
改
良
と
す
ぐ
れ
た

ア
イ
デ
ア
に
よ
る
作
品
を
お

1 

寄
せ
く
だ
さ
い
c

応
募
資
格

作
品
を
発
明
ま
た
は
く
ふ

う
さ
れ
た
方
で
、
性
別
、
年

令
を
聞
い
ま
せ
ん
。

出
品
部
門

何
日
常
生
活
の
中
で
身
近

に
考
え
ら
れ
た
す
ぐ
れ

た
発
明
考
案

同
科
学
技
術
、
産
業
上
有

益
な
発
明
考
案

応
募
作
品

作
品
の
実
物
ま
た
は
模
型

の
容
積
は
一
立
万
メ
ー
ト
ル

以
内
、
重
さ
は
五
十
キ

ロ
グ

ラ
ム
以
内
の
も
の
で
、
実
施

化
さ
れ
て
い
な
い
考
案
で
あ

月

9月
小 路 口 住 宅広場 9.00"'-'10.30 

12日
植桧 公民 舘 11.00"'12.30
桜 馬場八 坂神 社 14.00"-'15.00

桧並町、長崎書庖横 9.00-10.30 
13日 大 村市 伝染 病棟前 11.00'"'-'12.30 

古賀島公民舘 14.00-15.0。
乾馬場郷中央保育所横 9.00，，-，10.30 t 

古 町五区広 場 11.00"-'12.30 
古町、 山口春商居横 14.00'"'-'15.30 

16日

昭和通、親和銀行支居 9.00"-'10.30 
辻田町、松尾澱粉前 11.00-12.30 
水主町、平松酒居前 14.00-15.0。

、¥

り
、
破
損
ま
た
は
変
質
し
や

す
い
も
の
、
お
よ
び
不
衛
生

な
も
の
を
除
き
ま
す
。

申
込
締
切
日

九
月
三
十
日
(
当
日
消
印

有
効
)

申
込
費
用

申
込
は
い
っ
さ
い
無
料
で

す
が
、

作
品
の
搬
入
お
よ
び

搬
出
に
要
す
る
費
用
(
梱
包

料
、
送
料
)
は
出
品
者
負
担

と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法

申
込
書
用
紙
が
市
の
商
工

水
産
課
に
あ
り
ま
す
の
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

獄地通
圃 ...... 

3ζ 

ねらわれている

※受診もれの方、 保健所周辺の方は、9月中の毎

週土曜日の午前9時より11時までに大村保健所

で受診してください。

※19日以降は次号でおしらせします。

きみたちは
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「
老
人
の
福
祉
週
間
」

り

老
人
に
理
容
・
入
浴
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
特
別
奉
仕

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の

日
」
で
す
。
そ
し
て
九
月
十

五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の

一
週
間
は
「
老
人
の
福
祉
週

間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
敬
老
の
日
の
ね
ら
い

は
、
と
か
く
孤
独
で
み
じ
め

な
生
活
に
陥
り
や
す
い
老
人

の
健
康
と
福
祉
を
高
め
、
す

べ
て
の
人
が
老
人
に
対
し
て

関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と

9月1日は防災の日

も
に
、
老
人
白
か
ら
も
生
活

の
向
上
に
努
め
る
意
慾
を
も

り
あ
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で

す。
市
で
も
関
係
者
の
方
々
の

ご
協
力
を
え
て
つ
、
ぎ
の
よ
う

な
行
事
を
行
な
い
ま
す
。

ム
満
八
十
五
才
以
上
の
高
令

者
に
市
長
よ
り
記
念
品
を

贈
呈

ム
九
月
三
十
日
現
在
で
満
九

十
才
の
方
に
は
記
念
品
の
川
J-EzfzzZEze-
-二，E
・

g
-

，

Z
，

Es---

ほ
か
記
念
写
真
を
贈
呈
川
淵
訓
刊
は
M
M州
刈
刈
叶
付

M
U川
町
け
い
以
抗
日
日
付

N
2

騎
、
第
二
陣
は
庄
左
近
百
二
川

ム告別
U
U
H
u
j
j…山

η給
総
M
M

⑬
韓
日
一
抗
日
…

t

司

1

4

司

す

み
こ
れ

々

の

半

額

特

別

奉

仕

川

純

伊

公

の

旗

本

二

百

三

十

余

川

ム
満
八
十
才
以
上
の
方
に
は
川
中
岳
の
合
戦
①
岳
の
砦
に
迎
え
撃
っ
た
。
第
騎
、
総
勢
九
百
余
騎
で
あ
っ
川

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
員
の
方
川
文
明
六
年
(
ゲ
古
品
年
)
十
一
陣
は
長
岡
越
前
百
五
十
余
た
。
こ
の
戦
は
、
中
岳
を
中
川

々
の
無
料
特
別
奉
仕
川
二
月
の
下
旬
に
、
有
馬
貴
屯
様
車
E
B
E

山
一
凶
い
こ
敵
、
味
方
入
り
乱
れ
て
川

キ

麟
櫨
盟
睡
睡
一
一定
づ
務
、
J

U

υ

な
お
、
そ
れ
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気象通報に常に注意を

9月 1日は、全国的に H防災の日"と定め

られています。

災害には、台風、高潮、津波、地震、火災

などいろいろありますが、 9月の月はとくに

台風の多い月です。つぎのことがらに十分注

意して被害を最少限にとどめるようにいたし

ましょう。

0注意事項

①ラジオ、テレビ、新聞などの気象通報に常

に注意・する。

②台風が近ずくとの通報が出されたときは、

窓ガラス、戸などは桓で補強し、瓦は針金

でしばりつけてとび散らないようにする。

また停電にそなえて、マッチ、口一ソク、

懐中電灯などを用意する。

⑤風速が25メートノレ以上になったときは、な

るべく戸外に出ないようにする。やむを得

ず外出するときは帽子をかぶり上着をきて

外出する。

④台風や空気が乾燥している

ときは大火になりやすいの

で、火元には十分気をつ目

る。

⑤台風には大雨を伴なうこと

が多いので河川の流域の人

は水のはんらんに注意し、

あぶないときは早めに避難

しましょう。

⑥電線が切れてたれ下ってい

るのにさわると感電します

すぐ九電に連絡をとりまし

ょう。

⑦災害時にはデマがとぶこと

が多いので、デマにまどわ

されないように注意しまし

ょっ。

きは火事のと
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